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猛 ,

子 ,

也 ,

で,この他,ア ンケート4,入職前研修医向け5コース

が開講された (表 1).

コンテンツ付きのNo3,8,26,29は 2010年度の新規コ

ンテンツ作成コースである.今年度の新しい傾向として,

第一に,一度開講したコースの未修了者に対する何らか

のチェックや再開講を開講責任者側が意識して行う例が

見られた。 8月 から9月 にかけて,2009年度 3月全職員

を対象に開講された医療安全管理総集編の未修了者に対

して,同 じ問題を紙で配布し回答提出を求めた.11月 に

は感染管理Ⅱを9月 の未修了者に開講,本 e_Learning

を全職員向けに実施する必要のある研修の一つとして明

確に位置づけた。

第二に,職員の意識調査や意見収集の手段としても,

本 c―Learningが更に積極的に使われることが多くなっ

た。M2『平安病院長 新年度 (2010年度)の ご挨拶』

では「病院へのご意見・提言などがございましたらご記

入下さい」として自由記載欄を設けた。またヽ55『安全

管理総集編 (2010年度版)』 では当院の医療安全に関す

る事項関連のアンケートを実施した。

第三に,ある項目について c―Lcarning受講前から知っ

ていたか,c―Leaming受講により知ったかとυヽうアン
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YUMESUMA c― Leamingの 開講報告 (2010年度 )
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YUMESUMA e― Learning活 用推進プロジェク トチーム

YUMESUMA c― Learning企 画実施担当  ｀

要 旨 :2010年度,当院において開講した YUMESUMA e―Learning(Yokohma City Un市 ersity MedicJ
Centet Mcdicd e― Learning Systm)60コ ース (ア ンケー トコース,入職前研修医対象コースを含む)の

修了状況および年間の運用状況などを報告する。

Key wordtt erLearning,受 講管理システム (learning management system(LMS)),職 員教育 (strafF educmon)

はじめに

2010年度は新たに 4つのコンテンツ (電子教材)付き
コース, 2つ の病院長挨拶 (2010年 5月 新年度用および

2011年 1月 新年用)を作成,既開講コースの改版も行っ

た.ま た,12月 には『職員不祥事を受けた理事長メッ

セージの周知について』を臨時開講した。

以下,60コ ースの修了状況を中心に報告する.

対象と方法

blEC社製 e_Lcarningシ ステム culdiva Ⅱを病院情報

システムネットワークに接続,昨年度までと同様に

e―Learningの 環境を構築した
1)2)3)4)5)。 管理部は2009年

度から開始したインターネット接続 (システム・テクノ

ロジー・アイ社製 c―Learningシ ステム)4)環境により受

講している。 2月 -3月 にかけて開講した入職前研修医

向けコースもインターネット接続環境により病院外から

の受講を可能とした.開講コースは確認テス ト付き48

(ヽ15『働く人のメンタルヘルス』を含む),(M2,M47)
『病院長挨拶』 2,情報周知徹底のための (No42)『職員

不祥事を受けた理事長メッセージの周知について』 1
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